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8修士論文要旨

職場におけるメンタル・タフネス強化に関する一考察

渡辺	直登 坂爪	裕

井上	英二80930079

大藪	毅

本論文では、まずグローバル競争の激化に伴う急激な国内

企業を取り巻く環境変化に対応するためには、強靭な精神力

を持ったリーダーの存在が必要であることを主張した。同時

に現代の国内の経営組織が持つリーダー育成の構造上の問題

点を指摘した。そして現代社会において求められている強靭

な精神力を持つリーダーの育成は、単にテクニカル・スキル

を育成するだけでは難しく、メンタル・スキルの育成が必要

であることを主張した。そしてメンタル・スキルの育成には、

応用スポーツ心理学で研究されているスポーツ・エリートに

適用されているメンタル・タフネス強化に関する研究が有効

である可能性があることを指摘した。そして、スポーツ競技

におけるメンタル・タフネス強化法を基に、職場におけるリー

ダー育成教育の視点から比較検証し、経営組織が取り組むべ

きリーダー育成手法の一つの可能性に関して研究をおこなっ

た。その分析手法は、経営組織において役員以上の職位であ

るビジネス・エリートを対象とした面接調査と事例研究であ

り、メンタル・タフネスの共通要素、それらを支える仕組み、

および開発過程に注目したものであった。その結果、スポー

ツ競技におけるメンタル・タフネス開発の手法が、職場にお

けるリーダー育成に適用できる可能性を立証した。同時に強

靭な精神力を持つリーダーを育成するポイントとして、修羅

場経験やそれを支える周囲の支援の必要性も導いた。

結論として、これからの日本のリーダー育成教育には、メ

ンタル・タフネス・マネジメントを支える MPDC サイクル

が有効であること、またそれを支える仕組みの構築が重要で

あることを明らかにした。この考察は、管理者に必要な内面

的要素に合致し、状況に応じて対応していくために有効性が

あり、管理者を取り巻く職場環境をも改善できる人材教育モ

デルとして機能すると思われる。またメンタル・タフネス

を持つ管理者の下で育成された部下は、OFF-JT だけでなく、

OJT においてもその体得方法を知ることが可能となるため、

メンタル・タフネス強化の正のスパイラルを構築することを

可能にさせると示唆した。


